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202１（令和３）年度  事 業 報 告 書 

令和 3（2021）年４月１日から令和 4（2022）年 3月 31日まで 

特定非営利活動法人 Ｃ・キッズ・ネットワーク 

 

1. 活動の成果 

 

2. 特定非営利活動に係る事業 

消費者教育出前講座事業 

  

・ 2021年度は３４4講座開催し、受講生は 9599人だった。（コロナや大雨警報により５１講座中止） 

・ 昨年度中止となった夏休みの学童保育対象講座や岐阜県輪之内町での遠距離講座が復活した。コ

ープこうべの組合員対象講座は、感染予防を徹底した上で活発に開催された。 

・ 成年年齢引き下げに伴い、若者向け契約講座の依頼が増え、高校、特別支援校などを中心に２９講座

開催され、２010人が受講した。インターネットに関する講座は今年度も引き続き好調だった。 

・ 食品ロス削減に対する講座は幼児から高齢者に至るあらゆる年齢層に向け、１３講座開催され、２４９

人が受講した。 

・ 昨年度に引き続き、コロナに振り回されたが、With コロナでの出前講座、研修が行われた。年間３５２

講座開催され、約 9８00名が受講した。開催に伴い、消毒可能な教材への変更、プログラム形態の変

更も行った。配信講座やタブレット端末を利用した授業にも挑戦し、手ごたえを感じる一年となった。 

・ 2022 年 4 月の成年年齢引き下げに伴い、若者向け契約講座の依頼が増えた。学童保育向け「かし

こく使おう！ネットとゲーム」、小学生向け「賢く使おう！ネットとスマホ」などの依頼も多かった。インター

ネット関連の正しい知識を早くから身につけることの重要性が増している。当会では関連プログラムの

内容を見直し、出前講座を実施した。また、高校生向け DVD教材を作成し、提供を行った。 

・ 会員同士のミーティング、理事会はオンラインで行われることが増えた。交通費と移動時間の節約にな

り、会員には好評である。 

コープ委員会 

「賢く使おう！ネットとスマホ」 

2021/7/2 

宝塚市放課後児童クラブ 

「Ｌｅｔ’ｓトライ省エネすごろく for kids」 

2021/7/27 
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依頼者別講座数 

 センター名 講座数 主な対象者 受講者数 

兵庫県立の

消費生活 

センター 

消費生活総合センター ７ 高校生 ９７ 

東播磨 ４ 高校生・一般 71 

中播磨 ５ 高校生 ９０ 

西播磨 3 高校生 45 

丹波 4 高校生 72 

淡路 1 高校生 53 

県内市町の

消費生活 

センター 

宝塚市 ３５ 学童・高校生・一般・親子 ８１６ 

明石市 ２２ 小学生 ６８３ 

西宮市 12 未就学児・小学生・ 

学童・中学生・一般 

387 

伊丹市 １１ 学童・一般・高齢者 ２６０ 

播磨町 １０ 小学生・中学生・一般 ６７４ 

三田市 ５ 高齢者・一般 ９７ 

姫路市 ４ 高校生 ８４３ 

県外の 

消費生活 

センター 

豊中市 ６3 小学生・中学生 １９66 

東大阪市 ６１ 未就学児・小学生・ 

高校生・高齢者 

１５６０ 

岐阜県輪之内町 １０ 小学生・中学生 ２５２ 

消費生活 

センター 

以外 

コープこうべ ５６ 一般・親子 ４９６ 

兵庫県立消費生活情報プラザ ５ 小学生・親子 ４７ 

ストップ！！食品ロスいたみ ４ 小学生・高齢者・親子 ８３ 

三田市いきいき高齢者支援課 ３ 高齢者 ３１ 

関西消費者協会 ２ 高校生・高齢者 ４０２ 

灘中学校 ２ 中学生 １８４ 

奈良県金融広報委員会 ２ 親子 ７２ 

ひょうごエコプラザ・ひょうご出前環境教室 ２ 小学生・一般 ４２ 

神戸こどもエコチャレンジ21倶楽部 

児童館出前エコ教室 

２ 学童 ３２ 

とよなか障害者就業・生活支援センター ２ 一般 ３０ 

甲南女子大学 ２ 大学生 ２１ 

芦屋市市民生活部地域経済振興課 １ 高校生 ８８ 

ひょうご消費者セミナー １ 一般 ７１ 

加東市消費者協会 １ 一般 ２０ 

宝塚市高齢者･障碍者権利擁護支援センター １ 高齢者 １０ 

加西市ふるさと創造課 １ 一般 ４ 
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実施回数の多かったプログラム（2021年度） 

 

対象者別受講者数 
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賢く使おう！ネットとスマホ

若者の消費者トラブル

プレゼントの値段

Ｌｅｔ’ｓトライ商売！本日開店“たこ焼き屋さん”

グリーンコンシューマーになろう

かしこく使おう！ネットとゲーム

Ｌｅｔ’ｓトライ省エネすごろく for kids

知って使おう！カードいろいろ（学童・小学生向け）

おつかい上手にできるかな？

もったいない！食べ物を大切に

税務署では教えない節税のポイント

夢の実現

悪質業者に強くなる講座（一般、高齢者向け）

しっかり学ぼう！ネットと契約

コンビニ食ってどんな食？

どんなおやつたべてるの？

ユニフォーム代をかせごう！

しっかり読み取る食品表示

知って得する暮らしの諸制度

契約ってな～に？

知って使おう！カードいろいろ（一般向け）

プログラム別講座数

豊中市・小学校「コンビニ食ってどんな食？」 

2021/９/１７ 

伊丹市・小学校「もったいない！食べ物を大切に」 

2021/１２/４ 

西宮市・中学校「プレゼントの値段」 

2021/10/18 
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消費者教育研修事業 

外部向け研修 

日 開催地 対 象 受講者数 内 容 

7月15日 

12月15日 

伊丹市 消費生活サポーター 

及び一般市民 

のべ１０３名 見守り活動を継続するための情報提供 

教材作成ノウハウの提供 

スキルアップ講座 計５講座 

9月8日 豊中市 中学校教員 18名 「近くのものからいただきま～す！」 

模擬授業 

11月10日 宝塚市 高校教員 ２５名 成年年齢引き下げに伴う注意点と 

消費者トラブル対応について 

 

会員向け研修 

日 テーマ 講師 参加者 内容 

11月27日 介護保険制度と 

デイサービス体験

談 

当会会員 １１名 制度の概要と会員自身の体験に 

基づいた説明 

11月29日 ZOOMを使った 

効果的な講師活動 

大阪ボランティア 

協会 

永井美佳氏 

１０名 ZOOM配信講座を実施する時の 

具体的な方法、ブレイクアウトルー

ムの運営など 

  

・ 2020 年度に伊丹市から委託を受け、消費生活サポーター養成講座を行った。今年度はその受講生

の活動を支援するフォローアップ研修を行った。感染拡大のため、当初の予定通りの実施はできなかっ

たが、研修は２日にわけて行い、２日目はオープン講座として一般市民も対象とした。 

・ 宝塚市、豊中市において教員対象の研修を実施した。 

豊中市くらしの教員セミナー 

「近くのものからいただきま～す１」 

2021/９/8 

・ 当会会員による内部研修と外部講師を招いての研修を 1回ずつ開催した。 

・ コロナ禍が長期化する中、ZOOMなどを利用した配信講座の需要が高まってきているため、配信講座

実施に関するノウハウを学んだ。 

「悪質業者にまけんぞう！スゴロク」 

2021/7/15 
「グリーンコンシューマーになろう」 

2021/１２/15 

伊丹市消費生活サポーター養成フォローアップ講座 
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消費者教育教材及びプログラム開発並びに提供事業 

高校生向け消費者教育ＤＶＤ「しっかり学ぼう！ネットと契約～18歳成人に向けて～」 

 

学童用食育プログラム教材「３つのお皿つりぼりゲーム」の改良 

 

食育プログラム「もったいない！食べものを大切に」配信講座用へ改良 

 

 

調査研究・情報収集及び提供事業 

 

・これまで対面講座を行ってきたが、配信講座用に改良を 

行った。 

・事前録画したパネルシアターを流すことによりカメラ位置を

固定することが出来、限られた講座時間を効率よく進行す

ることができる。 

・配信講座は一方通行になりがちだが、クイズやカードを 

利用することで双方向の講座進行が可能となった。 

・ ７月１日、「令和 3 年度消費生活相談事例学習会・研修」に参加した。学習内容は今後、消費生活情

報プラザでの消費者啓発事業の企画運営に生かしていく。 

・ 消費者法ニュース１３０号に高校生向け DVD教材の情報提供を行った。 

・コロナ禍においても利用しやすい DVD教材を作成した。 

・２０２２年４月に迫った成年年齢引き下げに関するネッ

トと契約の注意点を DVDにまとめた。 

・武庫之荘総合高校演劇部の協力を得て、高校生の声

を使用したよりわかりやすい教材を作成することがで

きた。 

・2022年 3月現在、19枚の提供を行った。 

・学童講座やイベントでも人気の「つりぼりゲーム」の教材を

改良し、夏休みの講座で活用した。 

・これまで講座を実施してきた講師の意見を 

参考に、食材カードを新調した。 
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イベントの企画及び提供事業 

 

 

 

  

開催日 場所 名称 内容 

7月26日 

～8月23日 

宝塚市 環境都市宝塚推進市民

会議パネル展 

食品ロス削減に関するパネル展示 

 

１１月３日 西宮市 Nature to Future 

2021 

交流トークショーに参加 

１１月６日 西宮市 消費生活展 パネル展 契約、ネットに関するパネル展示 

１１月８日 伊丹市 フードドライブ 食材を提供してくださった市民への食品ロス

削減に対する啓発 

１１月２１日 西宮市 Nature to Future 

2021 

自然ふれあい体験教室のブースに参加 

3月９日 

～３月16日 

宝塚市 環境都市宝塚推進市民

会議パネル展 

食品ロス削減に関するパネル展示 

 

・ コロナ前のような行政主催のイベントはまだ実施できる状況にはないが、感染に気をつけながらのミニ

イベントを開催できた。（中止イベントは３回） 

・ パネル展は西宮市、宝塚市において３回実施した。 

※消費者教育支援事業は、消費者教育出前講座事業に統合 

※消費者相談事業は、休止 

みんなでダンス クイズ大会 

Nature to Future 2021 ２０２１/11/21 

伊丹市役所フードドライブ  ２０２１/11/８ 

環境都市宝塚推進市民会議 

パネル展  展示パネル 
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消費生活情報プラザの運営に関する事項 

 

 

3. 事業実施体制 

管理運営・会議に関する事項 

通常総会 

開 催 日  令和３年５月 29日（土） 

開催場所  感染拡大のため、オンライン開催となった。 

出 席 者  ２９名（うち表決委任者１２名 ※会員総数 47名） 

議事内容  令和２年度 事業報告、決算報告の承認 

 

理事会 

開催回数  合計１２回 

開催場所  オンライン１１回、対面(神戸市)及びオンラインのハイブリッド開催が１回 

 

例会 

開催回数  合計９回 

開催場所  西宮市 3回、神戸市 3回、オンライン 3回 

 

会員の状況 

会員 46名 

賛助会員 3名 （2022年 3月 31日現在） 

 

・ 月～金曜日はアドバイザーを配置し、窓口業務、利用者への助言、消費者啓発講座の実施など、県民

へ消費者啓発を行った。 

・ 消費生活出前講座は対面、オンライン、ふれあいフェスティバルにて実施したものを含めて計16回(警

報発出のため中止１回)、消費者力アップ体験学習会は 2回(コロナのため延期１回)実施した。 

・ 特別支援学校への出前講座は 5回実施した。(コロナのため 2回は中止と延期) 

いちのせかつみ氏「～悪徳商法に負けない！～ 

知らんとアカン！おカネのこわ～い話」 

２０２１/11/20 

図書コーナー ふれあいフェスティバル 

２０２１/10/16 
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事務所運営 

週 3日 事務担当 1名 

会への問い合わせ対応、会計事務、各種書類作成、教材管理など 

 

広報活動 

広 報 紙    年１回発行 

ホームページ  活動レポート随時更新 http://ckids-net.org/ 

 

規定類について 

定款の変更を行った。総会および理事会について、その会議方法と議事録に関して改定 

 

事業報告書の改良について 

今年度より写真や表、グラフを使用した形態に改良した。 

 


